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「葛飾柴又の文化的景観」ニュース

のエリア内のどこに関わるのかを図示するなど、整備計画の内容が目で見てわかり
やすくなるよう紙面を構成しました。葛飾柴又の文化的景観パンフレットと整備計
画概要版は、区内の関係施設で配布や閲覧が可能となっています。葛飾区ホームペ
ージでの公開も行っておりますので、是非ご活用ください。

「葛飾柴又の文化的景観パンフレット」と
「整備計画概要版」を作成しました！

葛飾柴又の文化的景観の価値と魅力を発信する普及啓
発事業として「文化的景観パンフレット」と、今年度６
月に発行した「国選定重要文化的景観 葛飾柴又の文化
的景観整備計画」の「概要版」を作成しました。

文化的景観パンフレットは、文化的景観とは何か、葛
飾柴又が文化的景観として評価された歴史や風土、文化
などの背景を写真とともに説明しています。整備計画概
要版では、整備計画に示される文化的景観を守り伝え、
活用していくための取組をまとめ、各事業が文化的景観 区内関係各所で配布や閲覧を行っています
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1月26日の寒い朝「火事だー！火事だー！」帝釈天題
経寺境内に大声が響き渡りました。叫びながら飛び出し
てきたお寺の方は、参道に駆け出し地域に火事を知らせ
ます。火の手が回るお堂から宝物が救出された後消火器
による初期消火が試みられ、そこに柴又自治会防災部、
神明会消火隊が駆けつけ、金町消防団と金町消防署も到
着。お堂に向けて一斉に放水し鎮火を見ました。大きな
水のアーチにかわいい歓声をあげたのは、近隣の幼稚園
児たち。これは文化財防火デーの消防訓練の様子です。

１月26日の文化財防火デーは、現存する世界最古の木
造建造物「法隆寺金堂」での火災発生の日に由来し、今

年で69回を数えます。この日に合わせて、全国各地で文化財防火運動が行われ、
柴又でも訓練が続けられてきました。 裏面に続く→



葛飾区生涯学習課生涯学習係（文化的景観担当）

ご注意ください

「葛飾柴又の文化的景観」の選定範囲内では、
工事を行う際には届け出等が必要となる場合が
あります。

○ 柴又まちなみ景観ガイドライン
帝釈天境内の景観、江戸川堤、柴又公園
等（高台）からの眺望、参道から帝釈天へ
の通景に関わる内容

○ 葛飾区景観地区条例等
柴又地域景観地区内で建築物や工作物の
新築、新設、外観の変更等を行う場合

○ 重要文化的景観に係る選定及び届出等に
関する規則
「葛飾柴又の文化的景観」の重要な構成要
素の工事を行う場合

詳しくは下記の問合わせ先までご連絡ください。

文化的景観ニュースのバックナンバーを公開して
います。インターネットの検索画面で検索してい
ただくか、QRコードからもご覧いただけます。

↓「葛飾柴又の文化的景観整備計画」「整備計画概要版」「文化的景観パンフレット」を公開しています。↓
葛飾区ホームページ 「国選定重要文化的景観葛飾柴又文化的景観整備計画を策定しました」

（葛飾区ホームページ トップ → 区政情報 → 計画・報告 → 観光・文化・スポーツ）

【お問い合わせはコチラ】

〒12４-８５５５ 葛飾区立石５-１３-1

TEL ０３-５６５４-８４７７

FAX ０３-5６９８-１５４１

葛飾柴又がいにしえから育んできた歴史的・文化的な魅力につ
いて講師を招いてフォーラムを開催します。今回のテーマは「葛
飾柴又の名物―食文化の魅力を探る― 」です。

さて、「葛飾柴又の文化的景観」は、江戸川沿い
の古くからの農村が、帝釈天題経寺を中心に町場を
徐々に広げていった変遷を伝える文化財です。この
ような景観が、変化の激しい東京23区に残されてい
ることは、奇跡と言えるでしょう。

その魅力は、形ばかりではありません。参道を歩
けば、地域の方々が商う、農村に由来する団子や煎
餅、漬物等を対面販売する店が軒を連ね、道行く人
々とのやり取りが賑やかです。異なる店の店員同士
のやりとりや地域の子どもたちへの声掛け等も、同

私は、柴又に景観が残る理由の一つは、このような歴史文化に根差した暮らしと地
続きのコミュニティにあるのではないかと考えています。

当日は金町消防署⾧から、柴又は地域のつながりが強く、消防署とも密な連携があ
ると伺いました。地域総がかりでの見事な消防訓練を目の当たりにし、コミュニティ
が、命と地域を守る体制に直結しているということに、改めて気付かされました。

今後、重要文化的景観では、修理や防災、耐震をはじめとした整備が進められるこ
とが期待されます。整備をきっかけに、さらに地域に関わる人々のつながりが広がり
深まるよう、応援していきたいと考えています。

葛飾柴又の文化的景観フォーラムのお知らせ

時進行で見られます。人情とも表現される、人と人との直のつながりが、目に見え、
気づけば自分自身もその中に関わっている楽しさがあります。

内 容：基調講演 伊藤 毅 氏（東京大学名誉教授）
「葛飾柴又から考える都市と文化的景観の未来

―歴史・観光・食文化―」(予定)

日 時：３月２６日(日) 午後１時～４時３０分

場 所：旧川甚新館２階

定 員：５０人

参加費：無料

報告1「葛飾柴又における川魚の食文化」天宮久嘉 氏(川千家)
報告2「葛飾柴又の名物草団子」岩崎純哉 氏(亀家本舗)
報告3「葛飾柴又の食文化体験」石川幾生 氏(髙木屋老舗)

消防演習後の五十嵐金町消防署⾧の講評の様子


